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１ 育成を目指す資質・能力

日常の事象に対して数学的に考える資質・能力

２ 育成を目指す資質・能力について

本校算数科では，「未来を拓く子どもの育成」のために，「日常の事象に対して数学的に考える資

質・能力」を育むことが必要であると考えた。なぜなら，この資質・能力が育まれることで，自ら課

題を見いだし，数量や図形などについての概念や性質などを活用しながら筋道を立てて考える力や統

合的・発展的に考える力などを発揮し，新たな数量や図形などについての概念や性質などを見いだす

ことができるからである。また，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，よりよく問題解決した

り，生活や学習に活用したりしようとすることができるからである。これは算数科で求められている，

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える子どもの育成につながる。

「日常の事象に対して数学的に考える資質・能力」を育むためには，数学的活動の様々な場面で数学

的な見方・考え方を働かせながら，三つの柱である「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」

「学びに向かう力，人間性等」が相互に関係し合う必要がある。これらの具体と，数学的な見方・考

え方は，以下のとおりである（図１）。

日常の事象に対して数学的に考える資質・能力

学びに向かう力，人間性等
数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，よりよく問題解決したり，生活や学習に活用したりしようと
する態度

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等
数量や図形などについての概念や性質などの知識 筋道を立てて考えたり，統合的・発展的に考えたり
日常の事象を数理的に処理する技能 する力

数学的な表現を用いて日常の事象を簡潔・明瞭・的
確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力

数学的な見方・考え方
事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展
的に考えること

図１ 本校算数科が育成を目指す資質・能力の三つの柱と「見方・考え方」

３ 研究の方向

これまでの研究において，以下のような学習指導の工夫を行った。

＜単位時間における学習指導の工夫＞

働かせる数学的な見方・考え方を明確にする授業構想

・既習の問題の提示（見通しをもつ場面）

・数量や図形などの条件を変えた新たな問題の提示（学習の振り返りの場面）

算
数

− 37 −



− 38 −



− 39 −



り，聞いたりしている

日常の事象から課題を見いだす 単元で学んできたことを活

自分なりの解決の見通しをもつ 用しながら，解決方法やそ

自分なりに追求し，解決方法を表す のよさを発言したり，聞い

解決方法を比較・検討し，解決する たりしている

単元の振り返りをする

図２ 本校算数科の問題解決的な学習における，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

（２）学習指導の工夫

新たな事柄に気付く問題の設定【ア】

子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことができるように，新たな事柄に気付く問題

の設定をする。新たな事柄とは，解決方法の見通しや新たな解決方法，自他の解決方法の共通点やよ

さなどである。問題は，「生活場面，算数の学習場面とのつながりがあること」「多様な解決方法が

あること」「数量や図形などの条件を変えられること」の３つの要素を基に作成する。

○生活場面，算数の学習場面とのつながりがあること

生活場面，算数の学習場面とのつながりは，以下のように捉えた。

生活場面とのつながり：日常生活で出合った場面／出合いそうな場面

算数の学習場面とのつながり：既習事項との相違点に気付ける未習事項を含む場面

生活場面とのつながりを重視することは，問題を解く必要感が高まることにより，数学的な見方を

働かせることができる。また，算数の学習場面とのつながりを重視することは，今までに扱った問題

や解決方法を想起することができる。そして，想起できた友達の発言内容を基に既習事項と未習事項

が明確になったり，解決方法の見通しをもったりすることができる。

○多様な解決方法があること

多様な解決方法があることにより，自分なりに追求する際に，複数の解決方法を表すことができる。

そして，解決方法を比較・検討する際に，友達の解決方法を基に，自分の解決方法を問い直し，解決

方法の根拠を伝え合ったり，数学的な表現を変えた新たな解決方法を表したりできる。つまり，数学

的な考え方（類推的・帰納的・演繹的な考え方）を働かせながら協働的に学ぶことができる。さらに，

簡潔・明瞭・的確などの観点を基に複数の解決方法を比較することにより，数学的な考え方（統合的

・発展的な考え方）を働かせながら，解決方法の共通点やよさなどに気付くことができる。

○数量や図形などの条件を変えられること

算数の授業では，解決方法の比較・検討が進むに連れて，解決方法の共通点やよさなどに気付き，

新たな数量や図形などについての概念や性質など（知識及び技能）を見いだすことができると考える。

しかし，それらの知識及び技能は，導入で示された問題のみから見いだしたものであるため，まだ一

般性を確かめられていない。そこで，数量や図形などの条件を変えられる問題を設定する。そうする

ことで，見いだした知識及び技能の一般性を確かめるために，自分なりに導入で示された問題の数量

や図形などの条件を変更し，数学的な見方・考え方を働かせながら，新たな問題における解決方法を

表すことができる。

数量や図形及びそれらの関係などに着目する

類推的，帰納的，演繹的に考える

統合的・発展的に考える
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＜具体例＞５年 正多角形と円

○生活場面，算数の学習場面とのつながりがあること

・生活場面とのつながり：目的地までの道のりを選択する場面

・算数の学習場面とのつながり：円周を求めること（既習事項）

半円の周の長さを求めること（未習事項）

○多様な解決方法があること

解決方法① 解決方法②

赤…4×2×3.14÷2＝12.56 赤…4×2×3.14÷2＝12.56

青…4×3.14÷2×2=12.56 青…4×3.14=12.56

○数量や図形などの条件を変えられること

※「大きな図形」と「小さな図形」は，相似な図形とする。

統合的・発展的に考えることを促す板書・発問の工夫【イ】

子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことができるようにするには，「もしも」「だ

ったら」という意識をもち，解決方法の一般化をしようとすることが大切である。これまでは，「ど

うして～できるのか」「似ていることは何か」「そのように考えるよさは何か」といった解決方法の

根拠や共通点，よさなどを問う発問の工夫をしてきた。これからは，これまでの工夫に加えて，一つ

目の問題の数量や図形などの条件を進んで変えながら解決方法の一般性を確かめられるように，次の

順序で統合的・発展的に考えることを促す板書・発問の工夫を行う。

問題：スタートからゴールまで進むとき，

赤と青のどちらを歩きますか。

4㎞

8㎞

ねらい

大きな図形の周の長さと，その中にぴった

り入る小さな幾つかの図形の周の合計の長

さは同じであることを理解する。

2㎞
4㎞

半径の長さを４㎞から８㎞に

変える

小さな半円の数を２個から４

個，半径の長さを２㎞に変え

る

図形を円から長方形に変え

る
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①課題を見いだす際に，変えることができる数値や形状などの条件を強調して板書したり，図や写

真などを使って掲示したりする。

②自他の解決方法を比較・検討する際に，色や位置を統一したり，吹き出しで囲んだりして気付い

た解決方法の共通点やよさなどを板書する。

③【①で強調した数量や図形など】によって，【②で気付いた解決方法の共通点やよさ】になるこ

との可否や【②で気付いた解決方法の共通点やよさ】を活用できる問題を問いかける。

なお，③については数量や図形などの条件の変え方は複数あるため，ねらいに応じて，子どもたち

に自由に取り組むよう促したり，全員で一つの問題に対して取り組んだりする場合が考えられる。

＜具体例＞５年 正多角形と円（板書計画）

①「半径が４㎞」「大きな半円」「中心」「２つの小さな半円がぴったり入っている」ことを強

調して板書する。

②赤と青の長さを求める式が同じになることを板書する。

③同じ式になるのは，この問題以外のときもいえることかを問いかける。

発問例 子どもの意識

長さが４㎞だから，同じ式になったのではない 長さが変わっても，同じ式になるのかな。

か。

小さな半円が２つだから，同じ式になったので 小さな半円の数を増やしても，同じ式になる

はないか。 のかな。

半円が中心を通るから，同じ式になったのでは 半円が中心を通らなくても，同じ式になるの

ないか。 かな。

図形が円だから，同じ式になったのではない 長方形の中に小さな長方形が入っても，同じ

か。 式になるのかな。

学習指導の工夫【イ】①

学習指導の工夫【イ】②
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は，読み手が伝えた４桁の数に合わせて，単元で学んできた数の数え方や読み方，何百と何百の加減

計算の仕方を活用し，適切なカードを選んでいた。単元の振り返りでは，ノートに「1000より大きい

数を数直線やお金図に表せることができるようになった。」と記述していた。これは，４桁の数の表

し方という数学のよさに気付いたことを意味している。

以上のように，本単元において，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことを促され，1000よ

り大きい数の概念の理解を深めることができた。

６ 成果と課題

本校算数科では，「日常の事象に対して数学的に考える資質・能力」の育成に向け，「見方・考え

方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿に焦点を当てて研究を進めてきた。その結果，次のような成

果と課題が明らかになった。

〇「解決していく」過程の単位時間ごとに新たな事柄に気付く問題を設定したり，統合的・発展的に

考えることを促す板書・発問の工夫をしたりしてきたことで，自他の解決方法を比較・検討する際

に，一つ目の問題の数量や図形などの条件を「もしも」「だったら」という意識をもちながら進ん

で変え，友達の発言を基に見付けた解決方法の一般性やよさを確かめようとする姿が見られた。こ

れは，統合的・発展的に考えていたといえる。このような「見方・考え方」を働かせて協働的な学

びを促す授業を繰り返し行うことによって，数量や図形などの条件が変わった問題に数学が活用で

きることのよさを実感している姿が見られた。このことから，「日常の事象に対して数学的に考え

る資質・能力」の育成につながったと考える。

〇今回の研究では，複数の解決方法を比較・検討する際に，統合的・発展的に考えるという数学的な

考え方を進んで働かせることができるように，学習指導の工夫を行った。一方，授業の導入で課題

を見いだす際においても，前の学習と同じようにできないか，より進んだものにできないかという

数学的な見方・考え方を進んで働かせている子どもの姿が見られた。そのような子どもは，目的意

識をしっかりもったことで，より主体的に算数の学習に関わることができた。その結果，見いだし

た事柄を既習事項と結び付けたり，生活場面に活用したりすることができていた。今後は，授業の

導入で課題を見いだす際から，より進んで統合的・発展的に考えるという数学的な考え方を働かせ

ることができるような授業構想をしていきたい。
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